
 

 

                                     

 

 

 米子水鳥公園の地面を掘ると、たくさんの貝殻がゴロゴロと出てきます。何故か？というと、水鳥公園の

ある彦名干拓地を作る時、中海の湖底の土砂を利用したからです。かつての中海は大変豊かな湖だったよう

で、実にいろんな種類の貝殻が見つかります。この度の教室では、まずそんな貝殻達を拾い集めるところか

ら始め、その中からお気に入りの貝殻を選んで自分の手でアクセサリーを作ってしまおうという企画です。

世界に 1つ、自分だけの貝殻アクセサリーを作ってみてはいかかがでしょうか？ 

サルボウガイ 

昭和 30 年代頃までは、水鳥公園が隣接する中海において、最も採れた貝の 1 種。

かつては日本一の漁獲を誇った事もあると言われるが、残念ながら、中海の環境が

悪化にするにつれ漁獲も激減し、現在ではその姿を殆ど見る事が出来なくなった。

また、その風貌がアカガイと酷似しているため、本種とよく混同される事もある。


